
日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　鈴す

ず

　木き

　雅
ま
さ

　洲
く
に

専
攻
学
科
目

　
　産
婦
人
科
学

生

　年

　月

　
　大
正
一
〇
年

　五
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
二
一
年

　三
月

　
　東
京
帝
国
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　二
九
年

　二
月

　
　東
北
大
学
医
学
部
講
師

　
　
　
　
　
　
　同

　三
〇
年

　三
月

　
　医
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　同

　三
三
年

　八
月

　
　東
北
大
学
医
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　三
八
年

　八
月

　
　新
潟
大
学
医
学
部
教
授
（
昭
和
四
五
年
一
二
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　四
五
年
一
〇
月

　
　東
北
大
学
医
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　六
〇
年

　四
月

　
　東
北
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　六
〇
年

　四
月

　
　小
山
市
立
小
山
市
民
病
院
院
長

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　七
月

　
　ス
ズ
キ
病
院
院
長
（
平
成
二
三
年
九
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　六
二
年
一
二
月

　
　
（
医
社
）
ス
ズ
キ
病
院
理
事
長
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　平
成

　四
年

　四
月

　
　
（
医
社
）
ス
ズ
キ
病
院
附
属
助
産
学
校
長
（
現
在
に
至
る
）

九

工
学
博
士
細
野
秀
雄
氏
の
「
無
機
電
子
機
能
物

質
の
創
製
と
応
用
に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

　酸
化
物
は
地
殻
で
最
も
安
定
な
形
態
で
あ
り
、
豊
富
に
存
在
す
る
た
め
に
、

セ
メ
ン
ト
や
ガ
ラ
ス
な
ど
伝
統
的
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
の
主
原
料
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
物
質
を
除
く
と
電
子
が
主
役
を
演

じ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
機
能
発
現
の
舞
台
と
は
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
細
野

秀
雄
氏
は
、
こ
れ
ら
の
酸
化
物
の
も
つ
多
彩
な
結
晶
構
造
に
着
目
し
、
サ
ブ
ナ

ノ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
ケ
ー
ジ
構
造
や
層
状
構
造
を
も
つ
物
質
を
独
自
の
視
点

か
ら
拾
い
出
し
、
こ
れ
ら
の
ナ
ノ
構
造
に
特
徴
的
な
電
子
状
態
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
高
温
超
伝
導
、
透
明
酸
化
物
半
導
体
、
室
温
で
安
定
な
電
子
化

物
を
実
現
し
、
そ
れ
ら
の
応
用
を
睨
ん
だ
基
礎
研
究
を
推
進
し
た
。
こ
れ
ら
の

成
果
は
学
術
面
で
は
新
領
域
を
切
り
開
き
、
応
用
面
で
は
新
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
駆
動
用
に
実
用
化
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
以
下

に
そ
の
代
表
的
成
果
の
概
要
を
記
す
。

[1]

　鉄
系
高
温
超
伝
導
体
の
発
見

　大
き
な
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
を
も
つ3d

遷
移
金
属
は
超
伝
導
の
発
現
を
阻
害

す
る
と
い
う
こ
と
は
教
科
書
類
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
「
常
識
」
で
あ
っ
た
。

細
野
氏
は
層
状
構
造
を
も
つ
鉄
オ
キ
シ
ニ
ク
タ
イ
ド
に
電
子
を
ド
ー
プ
す
る
こ

と
で
、
反
強
磁
性
を
除
去
し40K

を
超
え
る
臨
界
温
度
（T

c

）
を
も
つ
超
伝
導

体
を
見
出
し
た
。
こ
の
発
見
は
従
来
の
常
識
を
覆
し
た
だ
け
で
な
く
、
銅
酸
化

物
系
高
温
超
伝
導
体
を
除
く
と
最
高
のT

c

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
二
の
超

伝
導
研
究
の
フ
ィ
ー
バ
ー
に
繋
が
っ
た
。
同
氏
の
発
表
し
た
二
〇
〇
八
年
三
月

の
論
文
（J. A

m
. C
hem
. Soc

）
は
引
用
回
数
世
界
第
一
位
と
な
り
、
こ
の
発
見

は
サ
イ
エ
ン
ス
誌
のB

reakthrough of the Y
ear 2008

に
選
定
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
に
超
伝
導
発
見
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
たN

ature

誌
の
特
集
で

は
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
銅
酸
化
物
超
伝
導
の
発
見
と
と
も
に
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の

超
伝
導
物
質
に
選
ば
れ
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
こ
の
業
績
に
よ
り
ト
ム
ソ
ン
・

ロ
イ
タ
ー
引
用
栄
誉
賞
を
、
二
〇
一
四
年
に
は
米
国
物
理
学
会
のJam

es C
. 

M
cG
roddy Prize for N

ew
 M
aterials

を
受
賞
し
て
い
る
。

　ま
た
、
同
氏
は
物
質
の
発
見
に
留
ま
ら
ず
、
デ
バ
イ
ス
応
用
の
鍵
と
な
る
エ

ピ
膜
の
合
成
、
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
接
合
の
形
成
や
、
線
材
応
用
で
鍵
と
な
る
高
い

臨
界
電
流
密
度
を
保
つ
こ
と
の
で
き
る
結
晶
粒
界
の
臨
界
角
が
銅
酸
化
物
系
よ

り
も
二
倍
大
き
い
こ
と
を
見
出
す
な
ど
、
材
料
へ
の
展
開
で
も
大
き
な
寄
与
を

し
て
い
る
。

一
一



医
学
博
士
鈴
木
雅
洲
氏
の
「
ヒ
ト
体
外
受
精
・

胚
移
植
の
確
立
と
普
及
に
関
す
る
研
究
」
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

　体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
現
在
の
不
妊
治
療
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
治
療
法

に
な
っ
て
い
る
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
不
妊
症
患
者
の
妻
か
ら
卵
子
を
採

取
し
培
養
液
中
で
受
精
さ
せ
、
受
精
卵
を
数
日
間
培
養
後
に
子
宮
腔
内
に
移
植

し
て
、
妊
娠
を
期
待
す
る
方
法
で
あ
る
。
本
邦
初
の
「
体
外
受
精
・
胚
移
植
」

の
成
功
は
、
一
九
八
三
年
に
東
北
大
学
産
科
学
婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
の
鈴

木
雅
洲
氏
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
成
功
が
報
じ
ら
れ
て
以

来
、
胚
や
卵
子
の
凍
結
保
存
法
、
卵
管
内
配
偶
子
移
植
法
、
顕
微
授
精
法
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
生
殖
補
助
医
療
技
術
に
関
す
る
新
技
術
の
開
発
と
改

良
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　鈴
木
氏
が
体
外
受
精
・
胚
移
植
で
の
妊
娠
出
産
を
発
表
し
た
後
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
不
妊
治
療
の
一
つ
と
し
て
体
外
受
精
・
胚
移
植
を
取
り
入
れ
る
施

設
も
現
れ
、
同
様
に
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
増
加
し
た
。
並
行
し
て
、
大
衆
向
け

に
数
種
類
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
た
が
、こ
れ
ら
は
科
学
的
に
厳
密
さ
を
欠
き
、

そ
の
上
多
く
の
誤
り
が
目
立
ち
、
医
学
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
は
殆
ど
役
立
た

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
関
す
る
専
門
書
は
海
外
で
も
少

な
く
、
内
容
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
内
で
は
こ
の

種
の
専
門
書
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　国
内
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
実
際
に
始
ま
っ
た
の
が
欧
米
に
較
べ
て
五

年
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
間
に
欧
米
で
は
着
々
と
実
績
を
積
み
、
一
九
八
五
年
一

月
に
は
約
一
、
〇
〇
〇
名
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
る
児
が
誕
生
し
て
い
た
。

欧
米
と
国
内
の
現
状
を
鑑
み
、ヒ
ト
発
生
学
お
よ
び
治
療
と
し
て
の
体
外
受
精
・

胚
移
植
の
正
し
い
医
学
知
識
・
医
療
技
術
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
鈴
木

氏
は
考
え
、「
体
外
受
精
・
胚
移
植
（
基
礎
と
臨
床
）」
の
出
版
を
企
図
し
た
。

本
書
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
関
す
る
我
が
国
初
め
て
の
医
師
及
び
医
療
技
術

者
向
け
の
単
行
本
で
あ
る
。

　一
九
八
〇
年
代
の
日
本
国
内
に
お
い
て
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
実
施
に
つ

い
て
の
賛
否
両
論
が
渦
巻
い
て
お
り
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
実
技
な
ど
の
研

修
会
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
国
内
で
は
一
部
の
医
療
機
関
で

し
か
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
技
術
を
治
療

と
し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
施
設
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
治

療
成
績
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
、
技
術
の
未
熟
感
が
あ
っ
た
。
鈴
木
氏

は
日
本
国
内
に
お
け
る
不
妊
治
療
の
現
況
と
今
後
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
普

及
を
考
え
て
、
不
妊
治
療
の
臨
床
実
技
を
中
心
と
し
た
「
不
妊
症
新
治
療
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
一
九
八
九
年
か
ら
七
回
に
わ
た
っ
て
企
画
・
運
営
し
た
。
同

四
八

氏
は
こ
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
法
に
よ
っ
て
、
多
く
の
不
妊
に
悩
む
方
々
を
救

済
し
、
最
終
的
に
は
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材
を
輩
出
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
国
内
の
ど
の
地
域
で
も
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
実

施
で
き
る
医
療
施
設
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
後
、
国
内
の
体
外
受
精
実
施
施
設
は
右
肩
上
が
り
に

増
加
し
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
実
施
施
設
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初
回
開
催
時

の
一
九
八
九
年
で
は
一
二
五
施
設
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
一
一
施
設
と

約
四
倍
と
な
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
技
術
も
安
定
し
、
二
〇
一
二
年
に

は
五
八
九
施
設
で
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

　日
本
産
科
婦
人
科
学
会
へ
の
施
設
登
録
制
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
六
年
に
七

五
二
例
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
行
わ
れ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
な
ど
の
生

殖
補
助
医
療
は
、
実
施
施
設
数
の
増
加
に
伴
い
年
間
の
治
療
件
数
は
急
増
し
、

二
〇
一
二
年
に
は
三
二
六
、
四
二
六
件
と
な
り
、
日
本
は
世
界
で
最
大
件
数
の

体
外
受
精
等
の
生
殖
補
助
医
療
治
療
を
実
施
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　一
九
八
六
年
に
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
り
一
六
名
が
出
生
し
た
。
二
〇
一

二
年
末
ま
で
に
、
体
外
受
精
等
に
よ
っ
て
累
積
で
三
四
一
、
七
五
〇
名
の
子
供

が
誕
生
し
た
。
二
〇
一
二
年
の
体
外
受
精
等
に
よ
る
出
生
児
数
は
三
七
、
九
五

三
名
で
あ
り
、
全
出
生
児
数
の
二
七
・
三
名
に
一
名
が
体
外
受
精
等
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　鈴
木
氏
は
東
北
大
学
産
科
学
婦
人
科
学
教
室
を
退
官
さ
れ
た
後
、体
外
受
精
・

胚
移
植
法
の
治
療
の
安
全
性
の
証
明
と
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
ス
ズ
キ
記

念
病
院
を
設
立
し
た
。

　ス
ズ
キ
記
念
病
院
で
は
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
生
殖
医
療
を
希
望
し
て
体

外
受
精
・
胚
移
植
な
ど
の
治
療
を
行
っ
た
症
例
数
は
一
二
、
〇
三
九
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
一
、
九
九
六
症
例
に
妊
娠
が
認
め
ら
れ
、
一
、
四
一
八
名
の
子
供
が

誕
生
し
た
（
平
成
二
六
年
九
月
三
〇
日
現
在
）。

　鈴
木
氏
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
成
功
し
た
後
も
新
し
い
不
妊
治
療
技
術
の

開
発
と
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
極
端
に
精
子
の
少
な
い
男
性
不
妊
治
療

の
主
流
と
な
っ
て
い
る
顕
微
授
精
法
に
、
一
九
九
二
年
に
国
内
で
初
め
て
成
功

し
、
本
邦
に
お
け
る
新
し
い
難
治
性
男
性
不
妊
症
治
療
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
更

に
、
卵
子
は
細
胞
体
積
が
極
端
に
大
き
く
球
形
で
、
し
か
も
浸
透
圧
の
変
化
に

よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
に
凍
結
保
存
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一

年
に
成
熟
卵
子
を
凍
結
保
存
し
て
、
そ
の
後
患
者
の
都
合
の
良
い
性
周
期
に
解

凍
し
て
体
外
受
精
を
行
い
、
受
精
卵
を
移
植
し
て
の
「
成
熟
卵
子
凍
結－

解
凍

後
体
外
受
精
」
に
よ
る
方
法
で
児
が
誕
生
し
た
こ
と
を
、
鈴
木
氏
が
国
内
で
最

初
に
発
表
し
た
。
現
在
、
こ
の
成
熟
卵
子
の
凍
結
保
存
は
、
悪
性
腫
瘍
に
な
っ

た
女
性
の
将
来
の
妊
娠
を
可
能
に
す
る
手
段
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　鈴
木
氏
が
日
本
最
初
の
体
外
受
精
児
出
生
に
成
功
し
て
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
等
の
治
療
に
よ
り
生
ま
れ
た
児
は
、
日
本
国
内
に
お

い
て
三
四
万
人
を
超
え
て
い
る
。
当
時
、「
試
験
管
ベ
ビ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
特
別

四
九



医
学
博
士
鈴
木
雅
洲
氏
の
「
ヒ
ト
体
外
受
精
・

胚
移
植
の
確
立
と
普
及
に
関
す
る
研
究
」
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

　体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
現
在
の
不
妊
治
療
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
治
療
法

に
な
っ
て
い
る
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
不
妊
症
患
者
の
妻
か
ら
卵
子
を
採

取
し
培
養
液
中
で
受
精
さ
せ
、
受
精
卵
を
数
日
間
培
養
後
に
子
宮
腔
内
に
移
植

し
て
、
妊
娠
を
期
待
す
る
方
法
で
あ
る
。
本
邦
初
の
「
体
外
受
精
・
胚
移
植
」

の
成
功
は
、
一
九
八
三
年
に
東
北
大
学
産
科
学
婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
の
鈴

木
雅
洲
氏
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
成
功
が
報
じ
ら
れ
て
以

来
、
胚
や
卵
子
の
凍
結
保
存
法
、
卵
管
内
配
偶
子
移
植
法
、
顕
微
授
精
法
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
生
殖
補
助
医
療
技
術
に
関
す
る
新
技
術
の
開
発
と
改

良
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　鈴
木
氏
が
体
外
受
精
・
胚
移
植
で
の
妊
娠
出
産
を
発
表
し
た
後
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
不
妊
治
療
の
一
つ
と
し
て
体
外
受
精
・
胚
移
植
を
取
り
入
れ
る
施

設
も
現
れ
、
同
様
に
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
も
増
加
し
た
。
並
行
し
て
、
大
衆
向
け

に
数
種
類
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
た
が
、こ
れ
ら
は
科
学
的
に
厳
密
さ
を
欠
き
、

そ
の
上
多
く
の
誤
り
が
目
立
ち
、
医
学
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
は
殆
ど
役
立
た

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
関
す
る
専
門
書
は
海
外
で
も
少

な
く
、
内
容
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
内
で
は
こ
の

種
の
専
門
書
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　国
内
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
、
実
際
に
始
ま
っ
た
の
が
欧
米
に
較
べ
て
五

年
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
間
に
欧
米
で
は
着
々
と
実
績
を
積
み
、
一
九
八
五
年
一

月
に
は
約
一
、
〇
〇
〇
名
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
る
児
が
誕
生
し
て
い
た
。

欧
米
と
国
内
の
現
状
を
鑑
み
、ヒ
ト
発
生
学
お
よ
び
治
療
と
し
て
の
体
外
受
精
・

胚
移
植
の
正
し
い
医
学
知
識
・
医
療
技
術
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
鈴
木

氏
は
考
え
、「
体
外
受
精
・
胚
移
植
（
基
礎
と
臨
床
）」
の
出
版
を
企
図
し
た
。

本
書
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
関
す
る
我
が
国
初
め
て
の
医
師
及
び
医
療
技
術

者
向
け
の
単
行
本
で
あ
る
。

　一
九
八
〇
年
代
の
日
本
国
内
に
お
い
て
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
実
施
に
つ

い
て
の
賛
否
両
論
が
渦
巻
い
て
お
り
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
実
技
な
ど
の
研

修
会
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
国
内
で
は
一
部
の
医
療
機
関
で

し
か
体
外
受
精
・
胚
移
植
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
技
術
を
治
療

と
し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
施
設
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
治

療
成
績
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
、
技
術
の
未
熟
感
が
あ
っ
た
。
鈴
木
氏

は
日
本
国
内
に
お
け
る
不
妊
治
療
の
現
況
と
今
後
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
普

及
を
考
え
て
、
不
妊
治
療
の
臨
床
実
技
を
中
心
と
し
た
「
不
妊
症
新
治
療
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
一
九
八
九
年
か
ら
七
回
に
わ
た
っ
て
企
画
・
運
営
し
た
。
同

四
八

氏
は
こ
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
法
に
よ
っ
て
、
多
く
の
不
妊
に
悩
む
方
々
を
救

済
し
、
最
終
的
に
は
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材
を
輩
出
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
国
内
の
ど
の
地
域
で
も
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
実

施
で
き
る
医
療
施
設
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
後
、
国
内
の
体
外
受
精
実
施
施
設
は
右
肩
上
が
り
に

増
加
し
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
実
施
施
設
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
初
回
開
催
時

の
一
九
八
九
年
で
は
一
二
五
施
設
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
一
一
施
設
と

約
四
倍
と
な
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
技
術
も
安
定
し
、
二
〇
一
二
年
に

は
五
八
九
施
設
で
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

　日
本
産
科
婦
人
科
学
会
へ
の
施
設
登
録
制
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
六
年
に
七

五
二
例
の
体
外
受
精
・
胚
移
植
が
行
わ
れ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
な
ど
の
生

殖
補
助
医
療
は
、
実
施
施
設
数
の
増
加
に
伴
い
年
間
の
治
療
件
数
は
急
増
し
、

二
〇
一
二
年
に
は
三
二
六
、
四
二
六
件
と
な
り
、
日
本
は
世
界
で
最
大
件
数
の

体
外
受
精
等
の
生
殖
補
助
医
療
治
療
を
実
施
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　一
九
八
六
年
に
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
り
一
六
名
が
出
生
し
た
。
二
〇
一

二
年
末
ま
で
に
、
体
外
受
精
等
に
よ
っ
て
累
積
で
三
四
一
、
七
五
〇
名
の
子
供

が
誕
生
し
た
。
二
〇
一
二
年
の
体
外
受
精
等
に
よ
る
出
生
児
数
は
三
七
、
九
五

三
名
で
あ
り
、
全
出
生
児
数
の
二
七
・
三
名
に
一
名
が
体
外
受
精
等
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　鈴
木
氏
は
東
北
大
学
産
科
学
婦
人
科
学
教
室
を
退
官
さ
れ
た
後
、体
外
受
精
・

胚
移
植
法
の
治
療
の
安
全
性
の
証
明
と
そ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
ス
ズ
キ
記

念
病
院
を
設
立
し
た
。

　ス
ズ
キ
記
念
病
院
で
は
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
生
殖
医
療
を
希
望
し
て
体

外
受
精
・
胚
移
植
な
ど
の
治
療
を
行
っ
た
症
例
数
は
一
二
、
〇
三
九
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
一
、
九
九
六
症
例
に
妊
娠
が
認
め
ら
れ
、
一
、
四
一
八
名
の
子
供
が

誕
生
し
た
（
平
成
二
六
年
九
月
三
〇
日
現
在
）。

　鈴
木
氏
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
成
功
し
た
後
も
新
し
い
不
妊
治
療
技
術
の

開
発
と
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
極
端
に
精
子
の
少
な
い
男
性
不
妊
治
療

の
主
流
と
な
っ
て
い
る
顕
微
授
精
法
に
、
一
九
九
二
年
に
国
内
で
初
め
て
成
功

し
、
本
邦
に
お
け
る
新
し
い
難
治
性
男
性
不
妊
症
治
療
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
更

に
、
卵
子
は
細
胞
体
積
が
極
端
に
大
き
く
球
形
で
、
し
か
も
浸
透
圧
の
変
化
に

よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
に
凍
結
保
存
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一

年
に
成
熟
卵
子
を
凍
結
保
存
し
て
、
そ
の
後
患
者
の
都
合
の
良
い
性
周
期
に
解

凍
し
て
体
外
受
精
を
行
い
、
受
精
卵
を
移
植
し
て
の
「
成
熟
卵
子
凍
結－

解
凍

後
体
外
受
精
」
に
よ
る
方
法
で
児
が
誕
生
し
た
こ
と
を
、
鈴
木
氏
が
国
内
で
最

初
に
発
表
し
た
。
現
在
、
こ
の
成
熟
卵
子
の
凍
結
保
存
は
、
悪
性
腫
瘍
に
な
っ

た
女
性
の
将
来
の
妊
娠
を
可
能
に
す
る
手
段
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　鈴
木
氏
が
日
本
最
初
の
体
外
受
精
児
出
生
に
成
功
し
て
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
等
の
治
療
に
よ
り
生
ま
れ
た
児
は
、
日
本
国
内
に
お

い
て
三
四
万
人
を
超
え
て
い
る
。
当
時
、「
試
験
管
ベ
ビ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
特
別

四
九



視
さ
れ
た
体
外
受
精
児
も
、
日
本
の
小
学
校
の
一
ク
ラ
ス
に
一
人
の
割
合
で
誕

生
す
る
時
代
に
な
り
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
る
不
妊
治
療
は
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
と
言
え
る
。

　ま
た
、
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
〇
四
年
を
ピ
ー
ク
に
今
後
一
〇
〇
年
間
で
一

〇
〇
年
前
（
明
治
時
代
後
半
）
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
こ
の
変
化
は
千
年
単
位
で
見
て
も
類
を
見
な
い
極
め
て
急
激
な
現
象
で
あ

り
、
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
五
〇
年
に
九
、
五
一
五
万
人
と
な
り
、
約
三
、
三

〇
〇
万
人
減
少
（
約
二
五
・
五
％
減
少
）
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減

少
に
よ
り
労
働
人
口
が
減
り
、
国
力
も
一
段
と
低
迷
す
る
こ
と
に
な
る
。
少
子

化
と
人
口
問
題
を
克
服
し
て
、
五
〇
年
後
の
日
本
の
人
口
を
一
億
人
程
度
に
維

持
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
言
え
る
。

不
妊
治
療
を
求
め
る
夫
婦
が
増
加
傾
向
に
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
体
外
受
精
・

胚
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て
子
供
が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お

け
る
人
口
問
題
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　一
九
八
〇
年
代
は
不
妊
治
療
に
対
し
て
国
民
の
知
識
と
理
解
が
不
十
分
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鈴
木
氏
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
を
臨
床
応
用
し
、

一
九
八
三
年
に
体
外
受
精
に
よ
る
児
を
誕
生
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
同
氏
は
治
療

技
術
の
改
良
と
研
究
に
取
り
組
み
、
難
治
性
男
性
不
妊
症
の
治
療
と
し
て
の
顕

微
授
精
法
、
若
年
性
が
ん
患
者
の
成
熟
卵
子
凍
結－

解
凍
後
体
外
受
精
胚
移
植

や
着
床
前
診
断
、
そ
し
て
幹
細
胞
研
究
の
土
台
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
。
更
に

体
外
受
精
・
胚
移
植
の
普
及
活
動
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
に
は
五
八
九
施
設
で

体
外
受
精
・
胚
移
植
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
全
国
で
体
外
受
精
・

胚
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
法
の

治
療
を
確
立
さ
せ
、
更
に
普
及
さ
せ
た
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お
け
る
人
口

減
少
を
解
決
す
る
一
つ
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
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視
さ
れ
た
体
外
受
精
児
も
、
日
本
の
小
学
校
の
一
ク
ラ
ス
に
一
人
の
割
合
で
誕

生
す
る
時
代
に
な
り
、
体
外
受
精
・
胚
移
植
に
よ
る
不
妊
治
療
は
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
と
言
え
る
。

　ま
た
、
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
〇
四
年
を
ピ
ー
ク
に
今
後
一
〇
〇
年
間
で
一

〇
〇
年
前
（
明
治
時
代
後
半
）
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
こ
の
変
化
は
千
年
単
位
で
見
て
も
類
を
見
な
い
極
め
て
急
激
な
現
象
で
あ

り
、
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
五
〇
年
に
九
、
五
一
五
万
人
と
な
り
、
約
三
、
三

〇
〇
万
人
減
少
（
約
二
五
・
五
％
減
少
）
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減

少
に
よ
り
労
働
人
口
が
減
り
、
国
力
も
一
段
と
低
迷
す
る
こ
と
に
な
る
。
少
子

化
と
人
口
問
題
を
克
服
し
て
、
五
〇
年
後
の
日
本
の
人
口
を
一
億
人
程
度
に
維

持
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
言
え
る
。

不
妊
治
療
を
求
め
る
夫
婦
が
増
加
傾
向
に
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
体
外
受
精
・

胚
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
っ
て
子
供
が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お

け
る
人
口
問
題
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　一
九
八
〇
年
代
は
不
妊
治
療
に
対
し
て
国
民
の
知
識
と
理
解
が
不
十
分
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鈴
木
氏
は
体
外
受
精
・
胚
移
植
を
臨
床
応
用
し
、

一
九
八
三
年
に
体
外
受
精
に
よ
る
児
を
誕
生
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
同
氏
は
治
療

技
術
の
改
良
と
研
究
に
取
り
組
み
、
難
治
性
男
性
不
妊
症
の
治
療
と
し
て
の
顕

微
授
精
法
、
若
年
性
が
ん
患
者
の
成
熟
卵
子
凍
結－

解
凍
後
体
外
受
精
胚
移
植

や
着
床
前
診
断
、
そ
し
て
幹
細
胞
研
究
の
土
台
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
。
更
に

体
外
受
精
・
胚
移
植
の
普
及
活
動
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
に
は
五
八
九
施
設
で

体
外
受
精
・
胚
移
植
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
全
国
で
体
外
受
精
・

胚
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
に
な
っ
た
。
体
外
受
精
・
胚
移
植
法
の

治
療
を
確
立
さ
せ
、
更
に
普
及
さ
せ
た
こ
と
は
、
将
来
の
日
本
に
お
け
る
人
口

減
少
を
解
決
す
る
一
つ
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
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